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宝くじ助成事業を活用して
坂花町の神輿を修復

　今までの神輿は、昭和元年に造られ 90年以
上が経っていることから、老朽化が著しく、今
回宝くじの助成金と地区負担金を併せて修復し
ました。修繕された神輿は、老人会や子ども会、
夏祭りなどに活用され、地域交流の推進と地域
の連携・協調の促進が期待されています。

※�宝くじ助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、
宝くじの受託事業収入を財源として実施されている事
業です。　

SAKAI TOWN NEWS

　姉妹都市の米ハワイ州ホノルル市にある姉妹校アリア
マヌ中学校に町内の中学生を初めて派遣しました。派遣
第 1期生の 15 人は、作文や英語での面接を経て、境一
中から 9人、境二中から 6人が選ばれました。
　8月 18日（金）、15人の生徒が橋本町長を表敬訪問し、
英語力の向上やハワイの文化を学びたいとそれぞれ抱負
を述べました。23日（水）に羽田空港を出発し、州立ア
リアマヌ中学校の生徒と交流。通常の授業のほかに、フ
ラダンスやウクレレのレッスン、島巡りなども体験しま
した。生徒たちは、英語の学習と併せてハワイの伝統文
化や歴史も学び、現地の生徒の家庭にホームステイをし
て交流を深めました。また、ホノルル市長や日本領事館
を表敬訪問し、28日（月）に帰国しました。

　10月 14日（土）利根川氾濫による町外への避難を想
定した総合防災訓練を初めて実施しました。住民約 600
人が参加し、町中心部から約 12 キロ離れた指定避難所
でこれまでに唯一避難実績のない県立八千代高校（同県
八千代町平塚）に、検証を兼ねて広域避難を実施しました。
　訓練は、利根川の氾濫の危険性が高まったとして、午
前 8時に「高齢者等避難」町内全域に発令し、8時 45分
に「避難指示」を発令しました。住民は、防災行政無線
や防災アプリなどで避難情報を確認後、自家用車や用配
慮者は、町が用意したマイクロバス 6台で避難。平均 23
分で八千代高校に到着しました。
　参加者からは、「災害に備え、こういった訓練は重要で
すね。」などの話がありました。

英語教育でホームステイ
ハワイに初めて中学生を派遣

利根川の氾濫想定　住民 600 人広域避難

参加者での集合写真
橋本町長（中央）を表敬訪問したスキップ・マーティンさんら

8/23~8/27

　グラミー賞を受賞した米国の人気アーティスト、スキッ
プ・マーティンさん（66）が町長を表敬訪問しました。
その後、境町の小中学校 3校を訪問し、トランペットや
歌を披露したほか、特別講師として吹奏楽部員に指導も
しました。マーティンさんは「みんなシャイだが、演奏
や話をすごく熱心に聞いてくれた。今日、学んだことを
覚えていてほしい。」と語られました。
　マーティンさんは 1980年代から「ダズ・バンド」、「クー
ル＆ザ・ギャング」のボーカル、トランペット奏者とし
て活躍。2016 年に初来日し、東日本大震災の被災地な
どを支援しました。17年から「子どもたちは私たちの未
来」をテーマに学校や幼稚園などの訪問を続けています。
23年には、米大統領から特別功労賞が授与されました。

スキップ・マーティンさん 小中学校で指導
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森戸小 5 年生が稲刈りを体験！
　森戸小学校では、５年生による稲刈りの体験学習を実
施しました。ほとんどの子どもは稲刈りが初めてだとい
うことで、農家の方々から鎌の使い方を教えていただき、
児童たちは稲を一束ずつ掴み、慎重に刈り取っていまし
た。
　普段はできない稲刈りの体験に、児童たちは「難しい
けど、作業を進めていくうちにコツをつかみ、楽しく稲
刈りができました。」と話していました。

刈り取りの様子総合防災訓練にてあいさつをする片田特任教授
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